　遺伝のしくみ（模型を使って）
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

遺伝のしくみを模型で再現しよう

親の特徴はどのように伝わるか

◎オスとメスで増えていく（有性生殖）の利点を思い出そう

　　　（　精細胞と卵細胞が合体して，





）

◎オリジナルの子や孫にも，親の特徴の一部が伝わる。これを（　　　　　　　　　　　）という。

遺伝クイズをやってみよう

· エンドウマメの黄色マメと，緑色のマメを交配（結婚）させると…

（エンドウマメは、実験しやすい植物だったため選ばれた）

黄色の種子　　(　　緑色の種子　　　をやったら，…

	問１　子はどんな種子になるでしょうか

1 オール黄色
2 オール緑色
3 オール黄緑色
4 黄色：緑色＝１：１
5 それ以外の種子が出来上がる
	問２　孫はどんな種子になるでしょうか

1 オール黄色
2 オール緑色
3 オール黄緑色
4 黄色：緑色＝１：１
5 黄色：緑色＝１：１以外



実験結果：

　子の種子は（






）

　孫の種子は（






）

調べものをやろう

· 形質
（






状態
)
· 遺伝子
（






情報
）
· ＤＮＡ
（






物質
）
· 減数分裂
（　生殖細胞をつくるとき




）
· 分離の法則
（







）
· 対立形質
（





人間の例では血液型）
· 優性
（親の形質のうち，


　　　　

方の形質
）
· 劣性
（親の形質のうち，


　　　　

方の形質
）
· 優性の法則
（優性と劣性の形質が対立した場合，



）
遺伝のしくみを模型（カード）で解明してみよう

☆カードの約束

· カードはDNAで表された遺伝子の一部だけを　肉眼で見えるようにする役割がある。

· 有性生殖では、父方　と　母方　から遺伝子をもらっているので、　カード２枚で１つの形質を表す。

· エンドウマメの実験を再現する。
　　　　・優性（出やすい）
黄色の種子　の遺伝子　を黄色のカード（記号　Ａ　）
　　　　・劣性（出にくい）
緑色の種子　の遺伝子　を透明のカード（記号　ａ　）　で模型をつくる。
· ２枚のカードを組み合わせた場合
ＡＡ＝（　　　　色）の種子を表す　　　Ａａ＝（　　　　色）の種子を表す　　　　ａａ＝（　　　　色）の種子を表す
子の代（問1）を解明しよう

	子
	透明のカード　記号　ａ
	透明のカード　記号　ａ

	黄色の
カード

記号A
	上と左のカードを重ねる

カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）
	上と左のカードを重ねる

カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）

	黄色の
カード

記号A
	上と左のカードを重ねる

カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）
	上と左のカードを重ねる

カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）


1 黄のカードを２つ重ねる。（父方の黄色の種子のカードをつくる。

記号：ＡＡ，　色：黄　）
2 透明のカードを２つ重ねる。（母方の緑色の種子の親をつくる。

記号：ａａ，　色：透明　）
3 左の表を使って種子をつくる
4 父方のカード２枚を分離（減数分裂）させ，表の左側に並べる

5 父方のカード２枚を分離（減数分裂）させ，表の上側に並べる

6 新しい種子は表の４つのマスにできる。マスにカードが２枚そろうと種子ができる。持ってくるカードはマスの上と左側から持ってくる。２枚のカードを重ねて、記号とカードの色を記入する。カードの色から種子の色を判断する。
7 ４マスぶん同じことをやる。

このように、子の代（問１）の種子は（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
孫の代（問２）を解明しよう

	孫
	
	

	
	カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）
	カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）

	
	カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）
	カード（黄色・透明）

記号：（　　　　　　　）

種子（黄色・緑色）


1 作業１でできた（記号：Ａａ，　色：黄）を両親とする。（植物なので兄弟で子をつくっても良い）父方・母方ともに記号Ａａである）
2 手順は問１のときと同じ
3 孫の代（問２）の種子は
（　　　　：　　　　＝　　　　：　　　　）
◎黄いカード：黄色の種子の遺伝子

→（　　　　）性という

◎透明のカード：緑色の種子の遺伝子

→（　　　　）性という

遺伝子は,　　　で1セットである。　　　性と　　　性があり，

対立した場合は,　　　　性が子の特徴としてあらわれる。

